
自己評価対象項目
保育者が理解
してる割合

第1章　総則

1、保育所保育に関する基本原則 94.3%

2、養護に関する基本的事項 95.2%

3、保育の計画及び評価 97.6%

4、幼児教育を行う施設として共有すべき事項
・「育みたい3つの資質・能力」と「育って欲しい10の姿」

82.9%

・子どもの発達 98.6%

・特別支援教育・発達支援児保育 97.8%

第2章　保育の内容

1、乳児保育に関わるねらい及び内容
・身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」

100.0%

・社会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ合う」 100.0%

・精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が育つ」 100.0%

2、1歳以上3歳未満児の保育に関わるねらい及び内容
・健康

100.0%

・人間関係 100.0%

・環境 100.0%

・言葉 97.5%

・表現 100.0%

3、保育の実施に関わる配慮事項（乳児・1歳以上3歳未満児） 97.5%

4、3歳以上児の保育に関わるねらい及び内容
・保育内容「健康」

100.0%

・保育内容「人間関係」 100.0%

・保育内容「環境」 87.0%

・保育内容「言葉」 100.0%

・保育内容「表現」 94.1%

第３章　健康及び安全

1、子どもの健康支援 94.9%

2、食育の促進 94.5%

3、環境及び衛生管理並びに安全管理 90.3%

4、災害への備え 84.6%

第４章　子育て支援

1、保育所を利用している保護者に対する子育て支援 96.0%

2、地域の保護者等に対する子育て支援 88.3%

第５章　職員の資質向上

・職員の資質向上 93.3%

さんご保育園　保育内容等自己評価

令和5年度

　子育て支援については、保育園を利用し
ている保護者に対しては配慮が出来ている
が、地域の保護者に対する支援についての
取り組みが課題である。

　職員の資質向上については、毎月の園内
研修や自己啓発により取り組みがなされて
いる。更に研修効果を上げるための努力を
職員と共に続けていく。

　保育・養護に関する基本的な項目につい
ては、概ね共通理解がなされている。しか
し、幼児期の終わりまでに育って欲しい10
の姿については、実際の保育の内容との整
合性を説明するまでに至っていないので、
園内研修等で保育指針を確認し共通理解を
持つ必要がある。発達支援児保育について
は、担当者は理解しており、対象児童につ
いては園内研修等で全職員の共通理解が図
られている。

評価及び改善点

　保育内容については、乳児、３歳未満児
及び３歳以上児のそれぞれのクラスとも共
通理解がなされている。保育環境について
は、子ども達が自然に遊びに集中できるよ
うな環境について、昨年に引き続き職員間
で意見を出し合い、園庭や保育室内の環境
の整備に取り組んでいく。
　新型コロナ感染症の影響も少なくなり地
域の行事も少しづつ再開している中、４年
振りに地域の敬老会に子ども達が参加し地
域の方々と交流を持つことが出来た。今後
も交流の機会があれば積極的に参加してい
きたい。また、保護者や祖父母もなかなか
保育の状況を実際に目で見て確認すること
が叶わない状況であったが、本年度は保育
参加やお招き会など親子で楽しむ行事も実
施することが出来た。今後も実施方法を工
夫しながら、子ども達の成長を保護者と保
育者ともに喜ぶ機会を実施していきたい。

　子どもの健康支援や食育の促進については、
共通理解がなされている。健康及び安全につい
ては、保育の現場においては保育会議等で全職
員の共通理解がなされているが、実際に災害が
起こった際のハザードマップの確認や地域の状
況を職員間で確認する必要がある。


